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マスコンクリート

⼟⽊といえばマスコンクリート
ひび割れ問題は如何に
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●マスコン解析技術で，これまで，これから開発す
べき内容は何か︖⾔い換えれば，今の解析技術では
何ができないか︖

●温度応⼒，ひび割れ発⽣の低減技術の開発の変遷
とこれからの開発の⽅向性は︖

●フレッシュコンクリートからみたマスコン，耐久
性の観点でのマスコンとの関係は︖

●マスコンの何が⾯⽩いか︖
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■未来へ継承すべき王道
重要な技術の歴史，インパクト，構造物

■開拓すべき⽅向性
課題，開発すべき技術，未来の姿

■項⽬
①温度応⼒解析
②ひび割れ解析
③温度応⼒低減技術
④ひび割れ低減技術
⑤マスコン ✖ 耐久性
⑥マスコン ✖ フレッシュコンクリート 3
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三島徹也 ⽒（ソーシャルデザイン研究所）

マスコンクリート対策について
①温度応⼒解析
②ひび割れ解析

渡邉賢三 ⽒（⿅島）

マスコンひび割れ
③温度応⼒低減技術
④ひび割れ低減技術
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マスコン ✖ 耐久性
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⼟⽊学会論⽂集 No.795/V-68, 2005.8, コンクリート中の鋼材腐⾷と外観変状の予測および外観変状による予測の修正 に加筆
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マスコン ✖ フレッシュコンクリート
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粗⾻材最⼤⼨法150mm

⼤成建設技術センター報 第46号(2013)，ダムコンクリートの締固め評価を⽬的とした加速度測定⽅法に関する検討 から引⽤ 8



2024年10⽉4⽇
第10回コンクリート技術交流会 パネルディスカッション

⼤成建設技術センター報 第46号(2013)，ダムコンクリートの締固め評価を⽬的とした加速度測定⽅法に関する検討 から引⽤ 9
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⼤成建設技術センター報 第46号(2013)，ダムコンクリートの締固め評価を⽬的とした加速度測定⽅法に関する検討 から引⽤ 10
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●マスコンの何が⾯⽩いか

わからないことがまだまだあって⾯⽩い︕
・ひび割れを思ったようには制御できない
・ひび割れ原因は乾燥収縮︖温度応⼒︖

施⼯後短期間で結果がわかる︕
・早ければ脱型時には対策の効果が判明
・⼯事期間中に様々な⼯夫を試せる
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